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午後2時 ゆるやかなカーブ

センターライン超えたか
病院の送迎バスと路線バスが正面衝突

送迎バスの運転手が両足骨折

バスの乗員乗客、12人がケガ

デイ・ライトで知らせよう・・・自分の存在

はみ出し、正面衝突事故防止

目がかゆいは眠気のサイン 運転時の休憩は２時間ごとに

2時間走行、15分休憩 守ろう 自分の命、他人の命

２０２０／１２／９（水） １７：５３

９日午後２時半ごろ、兵庫県の県道で、病院の送迎バスと反対車線から

来た路線バスが正面衝突しました。

病院バスの運転手（６５）が両足骨折の疑いがあるほか、路線バスの運

転手と乗客ら合わせて１２人がけがをしました。いずれも命に別状はない

ということです。

現場は片側一車線の緩やかなカーブで、病院のバスが車道のセンターラ

インを超えていた可能性があるとみて、警察が事故の原因を詳しく調べて

います。


